


広報たまかわ平成8年5月

玉
川
村
消
防
団
(
佐
久
間
安
直
団
長
)
恒
例
の
平
成
8
年
度
春
季
検
閲

式
が
4
月
お
日
(
日
)
泉
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
団
員
、
婦
人
消
防

隊
員
、
関
係
者
約
別
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
好
天
に
恵
ま

れ
団
員
も
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

O
南
須
釜
分
団
大
木

O
北
須
釜
分
団
草
野

O
吉

分

間

鈴

木

O
山
小
屋
分
間
石
森

O
四

辻

分

団

石

井

@
退
任
婦
人
消
防
隊
長
関
根

私たちがEヨ~~] õi~ヨで宮!奇跡略

義三 尚光 一
幸勝治弘徳

弘
子

-
一
般
協
力
者

(
防
火
水
槽
用
用
地
協
力
者
)

阿
部

三
郎

鈴

木

尚

大

野

吉

孝

(
消
火
活
動
協
力
者
)吉

田

大

二

佐
久
間
豊
吉

役

広報たまかわ平成8在5月

佐久間宮長力、ら感謝状を受ける大竹前団長

平成8年度

満
開

検
問
式
は
、
日
の
分
団
と
婦
人

消
防
隊
が
整
列
し
、
観
聞
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
佐
久
間
団

長
が
車
田
村
長
を
点
検
者
に
委

嘱
。
各
小
隊
ご
と
に
通
常
点
検
を

受
け
た
あ
と
、
機
械
器
具
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

小

高

分

団

「中

機
械
器
具
点
検
で
は
、
各
分
団

の
機
械
係
員
が
中
村
池
に
集
結
し

て
放
水
の
実
地
訓
練
を
披
露
。
桜

の
花
の
写
る
池
面
に
各
分
団
の
弾

く
白
い
し
ぶ
き
が
高
々
と
吹
き
上

が
り
「
機
械
器
具
異
常
な
し
」
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

威
風

分
列
行
進
で
は
、
各
団
員
が
一

糸
乱
れ
ぬ
堂
々
の
行
進
を
披
露
し

ま
し
た
。

ま
た
、
式
の
中
で
は
表
彰
及
び
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

円谷善孝

岩
法
寺
分
団

真弓正広

竜

崎

分

団

大竹達矢

南
須
釜
分
団

角田文博

-
防
火
優
良
家
庭

O
川

辺

矢

部

正

雄

O

タ

吉

田

寿

光

O
蒜

生

佐

久

間

日

間

徳

O
小

高

鈴

木

重
光

O

タ

石

井

嘉

正

O

中

小

針

成

男

。

ク

鈴

木

忠

男

O
岩

法

寺

佐

久

間

勝

。
竜

崎

岡

部

清

O

タ

佐

藤

重
寿

O
南

須

釜

近

内

玉

喜

O

タ

塩

沢

茂

O
北

須

釜

小
針

幸
夫

O

ク

関

根

昇

。

吉

有

賀

一

夫

O
山

小

屋

石

森

三

勝

。
四
辻
新
田
須
田
正
行

@
退
職
団
長
大
竹

A
V
退
職
分
団
長

O
川
辺
分
団
石
川

O
蒜
生
分

団

曲

山

O
小
高
分
間
関
根

O
中

分

間

小

林

O
岩
法
寺
分
間
大
竹

O
竜
崎
分
団

小
林

勝
義

勝和友雅文和
広久市彦彦典

飯村正明
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分

小林智和

山
小
屋
分
団

進大野瀬谷房之
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区長

溝井英勝

|婦人会支部長

塩田静江

年会長

塩田博幸

直旦

(型
R
n
 

「
ト
ト

長一E
一義

一

一什」

一

一'々

i

一区一
一

c一大
一HH吋
d

一

一
一
ロ
図
一

仕
比
E
T
必

長
一子

会
一
女

ブ
一
竹

一つ一二

ク一

一ノ

人一老一

年団

石森

1
1

一

区長

佐藤重寿

長
一
車
問

団
一
井

年
一
石

|老人クラブ会長

小林隆次

百
一

L型

|老人クラブ会長

塩田豊次郎
区長関根 孝

| 四世新田区 三乙
吉田為治

曾 1フ3戸(
区長

岩法寺区

小林近芳

曾 181pI 

区長

!崎医…

区長

石森良三
旦

|婦人会支部長

石森代志子

年会長

松山克則

1
1
一

| 老人クラブ会長
松山金次郎

区長

草野直光

[型

江

戸ぽ一文

対
一
野

会
一草

人
一

謂

mm
一

年団長

小針正光

清
一

|老人クラブ会長

須田荘助

区長

溝井鉄弥

旦

|婦人会支部長

黒須美代子

年会長

小針達夫

-
B
 

|老人クラブ会長 | 
岩谷浩光

長
一誠

区

永林

出

|婦人会麦部長

駒木根キヨ

年会長

水野信哉一f

造

長
一
戸
町

会
一
来

ブ
一
木

一フ一』官

ク
一
主

人
一
老
一

石森力男

山小屋区

長区

i
i
i

矢吹忠男

北須釜区殴「
矢吹区長主口

一
戸
一

浅

一例一

日
中

区長

一戸8
 

曾曾 l@ge.1白 253戸|小高区中区

区長

相楽義二

L型

子

長
一
ヤ

部
二
~
~

支
一
原

会
一
小

人
一
婦
一

年団長

宗形賢市

|老人クラブ会長

大越藤幸

:ー

区長

須釜敬喜

L塑

年会長

須釜吉彦

|老人クラブ会長

須釜嘉美

団

区長

真 弓 時伸

L型

|老人クラブ会長

真弓政典

工

長
一
ツ

部
一
セ

支
一
弓

会

主

真

人一
ヨ
市
一
h
F
一

区長

小針善美
~ 

|婦人会支部長

熊田久実子

長
一
尚

夫

長一『「幻
叫

会
一
目

ブ
一子

ラ一
1
1

ク
一r
E

人
一
老
一

年団

坂本

1
1

一

区長榊枝陣夫

| 南須釜区
清重区長森

|吉区

区長区長

曾 72戸|蒜生区川辺区
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H

乙
字
ケ
滝
H

を
観
光

P
R

「
玉
川
村
ふ
る
さ
と
物
産
展
」
は
、
玉
川
村
ふ
る
さ
と
物
産
振
興
委
員

会
(
小
山
田
健
男
会
長
)
の
主
催
で

5
月
3
日
の
憲
法
記
念
巴
に
乙
写
ケ

滝
公
園
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ご
の
物
産
展
は
、
玉
川
村
の
特
産
自
の

P
R
と
村
観
光
の
拠
点
で
あ
る
乙
{
号
ケ
滝
の
観
光
P
R
を
兼
ね
て
行
わ

れ
て
お
り
、
今
回
で
4
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
期
間
中
で
あ
り
朝
か
ら
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
会
場
は
家

族
づ
れ
や
若
い
カ
ッ
プ
ル
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

村
の
特
産
品
で
あ
る
五
平
の
酒

や
さ
る
な
し
ワ
イ
ン
、
念
仏
踊
り

人
形
な
ど
の
民
芸
品
が
展
示
、
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は

新
た
な
村
特
産
品
と
し
て
玉
川
村

竹山灰
生
産
組
合
か
ら
「
竹
炭
」
と

「
竹
酢
液
」
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

譲

平成8年5月

川
辺
字
武
道
地
内
に
造
成
さ

れ
た
住
宅
分
譲
団
地
「
赤
坂
団

地
」
(
全
伯
区
画
)の
第
一
回
分

譲
(
加
区
画
)
が
こ
の
ほ
ど
行
わ

れ
ま
し
た
。

4
月
時
日
か
ら
お
自
ま
で
の

受
付
期
間
を
経
て
、

4
月
お
日

に
役
場
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で

抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

抽
選
会
の
結
果
、
日
反
一一闘の

分
譲
地
の
購
入
予
定
者
が
決
定

広報たまかわ

玉川村の農産物や工芸品などの特産物販売の

拠点として注目されている玉川村生産物直売所

「こぶしの里センター」が5月24日にオープン

することに決定しました。

オープン当日は、午前9時に開庖記念式典が

行われ、午前10時から販売開始となります。関

厄日の24日から26日ま

での 3日間は、開!古記

念セールとして JAあ
ぶくま石川、玉]11村商

工会の青年部や婦人部

による模3疑庖などが出
応して「オープン記念

祭」が行われます。

し
ま
し
た
。

な
お
、
残
り
4
区
画
(
売
建
て

分
譲
区
画
)
に
つ
い
て
は
、

4
月

初
日
か
ら
再
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
再
受
付
は
、
先
着
順
に
購
入

予
定
者
が
決
定
す
る
方
式
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
早
め
に
役
場
企
画
財
政

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
売
建
て
分
譲
区
画
と
は
?
〕

分
譲
後
、
来
年
3
月
末
呂
ま
で

に
家
屋
の
建
築
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
家
屋
の
設
計
や
施

工
業
者
は
、
買
い
主
本
人
が
決
定

で
き
ま
す
が
、
施
工
監
理
に
つ
い

て
は
、

福
島
県
住
宅
供
給
公
社

に
委
託
す
る
こ
と
が
条
件
に
な

る
医
閣
の
こ
と
で
す
。

手会
場
で
は
、
特
産
品
の
展
示
・

販
売
の
ほ
か
に
模
擬
庖
が
多
数
出

展
し
ま
し
た
。

焼
き
そ
ば
、
焼
き
と
り
な
ど
の
軽

食
品
か
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ま
で
品

数
は
大
変
豊
富
。
特
に
商
工
会
青

年
部
で
は
、
今
年
も
手
打
ち
そ
ば

の
実
演
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
地

元
そ
ば
の
P
Rを
行
い
ま
し
た
。

宮畠茸

J::t:I 

こ
の
日
は
、
初
夏
を
思
わ
せ
る

臼
和
。
例
年
は
、
時
期
的
に
水
が

少
な
く
て
滝
の
豪
快
さ
を
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
が
、
今

年
は
前
日
ま
で
の
雨
で
水
か
さ
が

増
し
て
白
い
水
し
ぶ
き
に
観
光
客

も
満
足
し
て
い
ま
し
た
c

の
献
血
を

あ
り
が
と
う

4
月
ロ
日
の
献
血
蓄
は
、
次
の

印
人
で
し
た
。
あ
な
た
の
愛
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

ん少
ス
伊
ム
福
島
(
侵
入
)
有
賀

幸
司

有
賀
久
雄

安

藤

仁

一

井

伊

紀

夫

飯

村

学

石

津

貴

官
一
機
目
勝
寿
市
島
進
也
伊

藤

原

井

上

陸

司

岩

井

忠
喜

上

野

弘

太

田

哲

世

大

竹

光

二

大
竹
麻
型

大
和
田
美
江
子

岡
崎
将
悟
小
田
倉
正

行

加

藤

一

男

神

尾

孜
子

草
野
幸

一

熊

谷

時

男

熊

田

修

熊

田

洋

子

河

野

政

雄

小

林

奈
美
緒

小
林
ひ
ろ
子

小
林
一止
男

小
針

京

子

斉

藤

信

子

佐

藤

明

佐

藤

隆

博

佐

藤

忠

佐

藤

哲

也

佐

藤

富

美

塩

津

芳

文

滴

革

茂

杉

本

英
幸

鈴
石
則
子

鈴
木
和
雄
鈴
木
孝
子
鈴
木
正

子
鈴
木
裕
一
須
藤
重
秋

関

口
友
美
瀬
谷
武
寿
瀬
谷
照
美

添
田
範
文
岡
崎
寿
雄
田
中
恵

美

子

円

火
口
直
彦

内

藤

安

香

中
嶋
正
一
中
山
春
代
永
山
節

夫

名

市

屋

智

洋

西

川
博
文

西
舘
百
恵
二
瓶
敦
子
野
崎
哲

也

芳

賀

幸

枝

林

正

直

深

谷

猛

藤
井
る
み
子
真
壁
新

二

増

子

孝

松

崎

和

代

松

本
繁
利
松
本
俊
和

三
沢
健
司

水
野
新
太
郎
三
吉
春
子
百
足

真
奈
美

矢

内

清

春

矢

内

誠

矢
吹
修
治
吉
田
健
一
吉
悶
秀

樹

吉

田

博

明

吉

田

昌

崇

渡

辺
幸

一

渡
辺
貴
雄

横
島
富
士
(
犯
人
)

石
井
ト
ヨ

子

大

柿

忠

大

和

制

誠

荻

田

宏

面

川
秀
子

草
野
直

一

草

野

美

千

代

草

野

嘉

重

熊
谷
義
男
小
林
律
子
小
湊
正

勝

近

内

良

子

酒

井

裕

子

榊

校
栄
子
相
楽
千
枝
子
塩
津
美

恵
子

関
根
英
司
瀬
谷
ヒ

ロ
子

角
田
文
博

二
瓶
は
る
よ
羽
賀

初
子

橋

本

真

也
福
田
紀
久
実

増
子
美
保
子
諮
問
久
美
子
諮

問
重
別
八
木
沢
明
矢
内
篤
史

矢
吹
耕
治
矢
吹
俊
幸
湯
沢
恵

子
渡
辺
利
子

石
井
美

智

子

大

越

健

一

君

島

直

美

草
野
義
一
房

車
田
光
子
小
原
幸

春

小

針

達

夫

斉

藤

寛

治

坂

本
輝
雄
佐
藤
金
光
高
橋
英
幸

高
原
光
聖

芳

賀

令

枝

森

博

谷
地
幸
子

矢

部

照

子

渡

辺

梅

代
和
田
信
之

7 



平成8i:!=5月

催室
を

広報たまかわ

• Dミピさ汐タス.
IN 

l)g ~ jODむ

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力

し
た
い
」
と
い
う
玉
川
村
民
謡

会
(
阿
部
幸
太
部
会
長
)
・
玉
川

村
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
会
(
佐
藤
ハ

ル
イ
会
長
)
が
加
わ
り
、

4
月

日
日
、
印
日
と
幻
日
の

3
臼
閥
、

「
家
族
介
護
者
教
室
」
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

「
介
護
者
教
室
」
は
、
デ
イ
サ
ー

ゼ
ス
事
業
利
用
者
が
~
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
は
ど
の
よ
う
な
一

日
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
ο

を

家
族
の
方
に
直
接
日
で
確
か
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
介
護

平
成

平
成
7
年
度
の
鹿
谷
郷
友
好

訪
問
団
の
団
員
初
名
は
、
団
員

の
親
睦
と
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進
な
ど
を
目
的
と
し

た
グ
ル
ー
プ
を
結
成
。
グ
ル
ー

プ
の
名
称
を
鹿
谷
郷
に
滞
在
中

の
宿
泊
所
の
名
称
か
ら
引
用
し

て
「
明
山
会
」
(
渡
辺
助
次
郎
会

長
)
と
命
名
し
ま
し
た
。

8 

指
導
を
通
じ
て
の
司
常
介
護
の

ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
自
の
「
介
護
者
教
室
」
の
合

間
に
は
、
三
味
線
の
音
色
も
爽
や

か
に
、
華
や
か
な
衣
裳
に
身
を
包

ん
だ
唄
い
子
・
踊
り
子
が
PH慢
の

喉
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

利
用
者
や
家
族
が
手
拍
子
や
お

端
子
で
応
え
、
相
互
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
は
個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
い

ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
中
で
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

合

0
2
4
7
1
5
7
1
4
4
1
0

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

玉

川

村

赤
十

玉
川
村
役
場
北
庁
舎
に
お
い
て

玉
川
村
選
挙
管
理
委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
し
い
委
員
に
な
っ

て
最
初
の
委
員
会
で
委
員
長
及
び

委
員
長
職
務
代
理
者
の
決
定
が
議

題
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
結
果
、
新
委
員
長
に

奥
野
義
章
氏
(
乃
)
、
同
職
務
代

理
者
に
草
野
今
朝
夫
氏
(
苅
)
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
8
年
度
の
選
挙
日

程
と
委
員
会
の
業
務
等
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
さ
れ
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
就
任
さ
れ
た
委
員
と
、

退
任
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

軍
軍
就
任
者

奥
野

同
職
務
代
理
者
草
野
今
朝
犬

森

儀

秋

須

藤

一

委
画
退
任
者

委

員

長

斉

藤

同
職
務
代
理
者
小
山
出
義
美

委

員

伏

田

章

〈
〉
退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た
。

催
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積

極
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

団
が
受
賞

郡
山
市
熱
海
町
の
磐
梯
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
椙
島
県
赤
十

字
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
毎
年
、
赤
十
字
活

動
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
県
内
の

団
体
を
対
象
に
表
彰
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
大
会
に
お
き

ま
し
て
玉
川
村
赤
十
字
奉
仕
団

(
大
和
田
昭
子
会
長
・
会
員
訂

名
)
の
奉
仕
活
動
が
認
め
ら
れ

て
日
本
赤
十
字
社
福
島
支
部

こ
の
日
は
、
発

会
式
と
発
会
記
念

の
植
樹
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
村
勤
労

者
体
育
館
の
敷
地

内
に
刊
本
の
桜
の

苗
木
の
植
栽
を
行

い
会
員
の
団
結
を

い
ま
し
た
。

平成8年5日広報たまかわ

福島空港にて日本航空の季節運行路線、

帯広線の就航再開セレモニーが行われました。

本年も昨年同様、沖縄便との併用となりますの

帯広使は、丹・水・木・土曜呂の逓4往復の運行

となり、期間は昨年より 3カ月間延長されて10月

末日までとなっております。

また、中日本エアラインの季節運行路線、福

島一函館使も 4月初日から再就航され、 10月末自

まで毎日運行されます。

再び北の大地へ

JAL 

(
佐
藤
栄
佐
久
支
部
長
)
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

玉
川
村
赤

十
字
奉
仕
団

は
、
平
成
二

年
に
結
成
さ

れ
、
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人

へ
の
給
食
サ

ー
ビ
ス
や
介

護
教
室
の
開

桜
花
欄
没
の
と
き
突
如
と
し
て
南
須

釜
の
館
山
山
頂
に
円
お
城
ο

が
建
ち
ま

し
た
。
地
元
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
車
両
通
行
者
も
こ
れ
に
は
ピ
ッ
ク

リ
。
こ
の
お
城
、
実
は
南
須
釜
地
区
の

地
域
づ
く
り
グ
ル

i
プ
「
啓
発
塾
」
に
よ

り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
城
郭
を
型
ど

っ
た
大
き
な
パ
ネ
ル
で
し
た
。

啓
発
塾
は
、
一
昨
年
の
凶
月
に
結
成

さ
れ
て
現
在
げ
名
の
会
員
に
よ
り
活
動

し
て
お
り
、
特
に
会
長
な
ど
の
役
職
を

置
か
ず
、
全
て
合
議
制
で
運
営
し
て
い

る
ユ
ニ
ー
ク
な
集
団
で
す
。

今

回

こ

の

、

「

大

寺

城

ラ

イ

ト

ア

ッ

と

称

し

て

県

及

び

村

か

ら
の
補
助
金
を
得
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
な
お
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
際
し
て
、

東
北
電
力
(
株
)
か
ら
機
材
の
提
供
な
ど
協

力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

5
月
2
日
午
後

7
時
に
北
ノ
宿
地
内
に

お
い
て
関
係
者
に
よ
り
点
灯
式
典
が
閉
経

さ
れ
大
寺
城
が
闇
夜
に
浮
か
び
上
が
り
、

大
き
な
拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

会
員
の
円
谷
兼
…
さ
ん
は
「
こ
の
事
業

を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
が
関
ら
れ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は

5
月
末
日

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
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6月は
児童手当現況届
の提出月です

呆

自

衛

官

募

集

平
成
8
年
度
第
1
次
自
衛
官
の

採
用
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

-
募
集
種
邑

2
等
睦
士
(
男
子
)

・
受
付
期
間

5
月
1
日
1
幻
自

・
試
験
期
日

5
月
お
日
(
水
)

-
試
験
場
陸
上
自
衛
隊
郡
山

駐
屯
地

-
採
用
時
期

7
月
下
旬

・
応
募
資
格
採
用
丹
の

1
日
現

在
で
凶
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
日
本

国
籍
を
有
す
る
男
子

-
試
験
種
巴
国
語
・
数
学
及
び

社
会
、
身
体
検
査
・
適
正
検
査
・
口

述
試
験
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
村
民
登
山
」

参
加
者
募
集

毎
年
、
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
村
公
民
館
主
催
の
第
初
田

村
民
登
山
会
は
、
秋
田
駒
ヶ
岳
へ

の
コ

l
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。

@

再

臼

7
月
お
日
(
金
)
j
m

日
(
自
)

-
募
集
人
員

※
詳
し
く
は
、

児童手当者受けている15は、毎年6月中に「兜護手当現
況届Jを提出しなければなひません。
との届けは、毎年6月 1日における状況を記載し、克童

手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するため

のものです。

この届けの提出がないと、 6月分以降の手当が受けられ

なくなりますので、ご注意ください。 間
名
村
公
民
館
ま
で

石川保健所

ディケア参加者募集
春の行政棺談週間
(5月19日-----25日)

役
場
宿
直
が

廃
止
さ
れ
ま
す 高齢者向け郵便切手

高齢者の利用増進と国民の高齢者に

対する患いやりのある温かし1のをはぐ

くむことを目的として、高齢者向けの

郵寵切手(80円)と郵便書簡(60円)が

発行されています。

この郵便切手と郵便書簡は、一般に

販売されるほか、満70歳以上で希望

される方に無料で配布されております0

・種 類 (A)80円郵便切手

X5枚(1シート)400円分
(B)60円郵便書簡
X5枚 300円分

@無料配布 大正15:q:7月 1日以前

に出生された方を対象に平

成8年7月1日まで無料で

配布しております。希望さ

れる方は、生:q:月巴在確認

できるもの(保険証など)

を持参のうえ郵便馬窓Cで

お申し出ください。

I~\の病気で治療されている方のため
に、同じ地域で暮らし、同じ哨みをも

っ仲間との交流や社会笠活をスムーズ

におくれるようにするためのふれあい
の環です。

同じ病気をもっお友達が欲しいなと

思っている方、ぜひ参加してみません

か。次の日程で実施しております。

・とき 5月24日(金)10時'"14時30分
6月28日(釜)10時'"14時30分
7月12日(金)10時'"14時30分
8月9日(金)10時'"14時30分
9月10日(笠)10時'""'14時30分
9月27日(主)10時'"14時30分
10月11日(金)10時'"14日寺30分
11月15日(金)10時'"14時30分
12月羽田(釜)10B寺'"14時30分
1月10日(金)10時'"148寺30分
2月14日(金)10時'""'14時30分

・ところ 石川保健所

・主催及び連絡先 石川保健所健康課
官 0247(26)1111

機
械
警
備
シ
ス
テ
ム

を
導
入

6
月
1
臼
か
ら
役
場
の

宿
直
が
~
廃
止
さ
れ
ま
す
。

庁
舎
は
、
機
械
警
備
と
な

り
、
夜
間
は
無
人
と
な
り

ま
す
。

9
月

の

納

税

問

定

資

産

税

1
期
分

軽

自

動

車

税

全

期

分

富

民

証

金

5
月
分

{
納
期
間
眼
は
5
月
幻
臼
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

3糞12日(水)

13日(木)

四国の健康ごよみ

すくすくクラブ会。

午前9時30分~

機能言11練。。

午後 1時30分~

日本魁炎予防護種

午後18寺

股関節脱臼健診， ，・'" .・ 0

午後1時~

日本脳炎予防接種

午後1時~

乳児健診

午後 1時~

母親教室

午後6時15分~

瞳6月

6日(木)

11日(火)

14日(金)

19日(水)

策:須釜公民館保健センター

:石川保健所

-受付時間

総務庁では、玉川村を担当する行政

相談員として、次の方を委嘱しており

ます。

行政相談員名 首藤信勝(小高)

怨 (57)2507
行政相談委員は、総務庁長官が委嘱

するもので、国の仕事を始め、 JR、
NTT等の仕事についての苦構や要
望・意見を受付け、皆さんと役所等と

の聞に立って、その解決を{足進するよ

う相談に応じています。

また、 5月19日(日)から25日(土)
までの1逓間は、「奮の苛政相談週間j
です。玉川村では、行政相談委員が次

のとおり相談所在開きますので、お気

軽にど利用ください。

・用巴 5月24日
・場所玉川村役場北庁舌

午前9時'"12時
須釜公主号館

午後1時30分"-'4時

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただ

きました。厚く御礼申し上げます。

• JII辺の小針政ーさんから
・JII辺の坂本洋ーさんから
・北須釜の持VI枝築さんから

5万円

2万円

2万円

(村社会福祉協議会)

1，720戸(+2) 

7，616人(-21)

3，741人(-8) 

将のようす
(8年5，E31m売を)

轡

寺2
e 
五

育、官区
l司 χニL

小)11

中

岩

法
竜

崎。
南

須

釜

。ウ
北

須

釜

ウ

四
辻
新
田

3，875人(-13) 

北
須
釜

ハU
4
3
5
 

貸
出
し
を
終
了
し
ま
し
た

泉
婦
人
会
で
は
、
花
嫁
衣
装
の

貸
出
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
平
成
7
年
度

を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

長
い
間
の
ご
愛
顧
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。

玉川村民の翼

参加者募集中

--ー‘・，司、、 ，n;と、
rミ議入/刀マ

、、

司浬庄三きょ摂ど竺ト

台
湾
鹿
谷
郷
と
の
友
好
都
市
提

携
叩
周
年
と
福
島
空
港
開
港
5
周

年
を
記
念
し
て
チ
ャ
ー
タ
ー
使
で

台
湾
へ
行
こ
う
。

-

行

き

先

台

湾

・
実
施
日
平
成
凶
年
日
月
下

旬
(
4
泊

5
日
)

-
募
集
人
員

2
2
0
名

・

費

用

問

万

円

程

度

お
問
い
合
わ
せ
は
、
玉
川
村
海

外
派
遣
団
連
絡
協
議
会
(
玉
川
村

企
画
財
政
課
内
)
岱
0
2
4
7
(
貯
)

4
ρ
O
りム

Q
U

お
誕
生
お
め
で

河大小小大台矢小 lと
出 iろ

PJc針生 I?t' 
Eiき
まミ |い

駿}輝2-|ま
，~す

田

須矢矢瀬

部吹谷村部木林林竹

佑す拓?菜な慎え麻ま
太た

斗と摘2 郎~~ていtMき

彩号美み

同

失寸前

死
亡
者
氏
名

小

針

イ

シ

坂

本

清

国

谷

紗

久

良

榊

校

ウ

地
区

川

辺
イシ

玉
用
材
短
歌
会
佳
作
抄

岩
ゃ
っ
た
い
登
つ
つ
め
た
る
仁
王
門
み
ち
の
く
愛
に
十
三
札
所

沼
道
の
み
ち
端
に
産
す
野
仏
に
供
え
し
人
あ
っ
一
一
輪
の
菊

メ

歌
一
首
捻
り
虫
せ
、
ず
に
悩
む
ピ
き
明
か
つ
を
と
も
す
師
の
影
吠
る

枯
草
の
暖
か
き
畦
に
腰
下
ろ
せ
ば
春
風
は
の
ど
頬
を
撫
で
て
ゆ
く

山
裾
の
屋
款
の
あ
ど
、
が
ダ
ム
ど
な
リ
沈
む
あ
た
リ
に
春
の
か
げ
射
す

(
5
月
届
出
分
)

正進忠武手Ij保
護
者
名

忠公瑞和隆i芋
(
5
月
間
出
分
)

6887E 

世
害
主
名

ヨ

、

ン

浅

川

一

忠

重議

。75 
村
公
民
館

溝
井
は
な
よ

針
吉
田

真
弓

小
針
み
ね
子 男人寿晴一男平左往主主

，宜主L
3:L 

豆
サ
ヨ
は
ん
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こ
の
写
真
は
車
田
敬
司
さ
ん
(
小

高
)
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
旧
泉

中
学
校
校
舎
の
上
棟
式
(
昭
和
お
年

5
月
日
日
)
の
際
に
記
念
に
搬
っ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。

旧
校
舎
は
、
尾
形
建
設
(
尾
形
量

致
社
長
・
故
人
、
写
真
2
列
右
か
ら

5
人
日
)
が
請
負
業
者
と
な
り
車
田

さ
ん
の
父
親
の
宰
司
さ
ん

(
2
列
右

か
ら
4
人
目
)
が
棟
梁
と
な
っ
て
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
列
左
か

ら
3
人
目
は
岩
谷
忠

一
さ
ん
(
中
)

3
列
右
か
ら
6
人
目
は
溝
井
伝
治

さ
ん
(
小
高
)
2
列
右
端
は
県
南
タ

イ
ム
ス
を
主
宰
し
て
い
た
橋
本
秋

明
さ
ん
(
故
人
)
で
、
こ
の
上
棟
式

の
取
材
に
来
て
い
ま
し
た
。

敬
司
さ
ん
は
こ
の
時
中
学
3
年

生
で、

3
学
期
に
は
こ
の
校
舎
に

入
り
新
制
中
学
4
期
生
と
し
て
こ

の
校
舎
で
卒
業
し
ま
し
た
。
な
お
、

翌
年
に
第
2
期
工
事
が
行
わ
れ
、

こ
の
と
き
に
は
、
敬
司
さ
ん
も
父

親
の
弟
子
と
な
っ
て
工
事
に
参
加

し
た
と
の
こ
と
で
す
。

「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」
は
今
回
を
も
っ
て
終

3
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い
間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
か
ら
は
村
内
の
両
中
学
校
創
立
切
周
年
を
記
念
し
た

「恩
師
を
訪
ね
て
」
村
内
の
俗

地
名
の
由
来
を
紹
介
す
る
「
た
ま
か
わ
の
俗
地
名
』
在
連
載
い
た
し
ま
す
。

一東京玉川会員だより-

fバランスのとれた発展をj

神
奈
川
県
座
間
市
車

田

こ
の
ご
ろ
は
、

自
分
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
持

っ
て

い
た
「
ふ
る
さ
と
玉

川
村
」
が
大
き
く
変
わ

っ
て
き
ま
し

た
。
い
ま
ま
で
私
の
頭
の
中
の
田
舎

は
、
田
園
風
景
の
広
が
る
の
ん
び
り

と
し
た
、
歌
「
故
郷
」
の
雰
囲
気
の

漂
う
山
紫
水
明
の
地
H

玉
川
H

で
あ

り
ま
し
た
。
福
島
県
そ
の
も
の
が
国

の
官
庁
移
転
候
補
地
と
な
る
な
ど
身

近
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
玉
川
村

も
福
島
空
港
の
所
在
地
と
し
て
今
後

話
々
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
私
の
実
家
は
、
玉
川
村

役
場
の
近
く
に
あ
り
、
そ
の
環
境
や

住
居
・
生
活
様
式
が
都
会
化
し
て
き

た
こ
と
、
そ
し
て
田
舎
へ
の
往
来
が

年
々
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な

ど
が
私
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
き
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
私
は
東
京

玉
川
会
の
会
員
に
な
る
ま
で
は
、
東

手日

男
さ
ん
(
小
高
出
身
)

京
に

い
る
同
級
生
を
中
心
に
数
人
で

年

一
1
二
回
集
ま

っ
て
田
舎
を
肴
に

話
に
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た

が、

東
京
玉
川
会
の
存
在
を
知
り
、

こ
の
集
い
は
東
京
玉
川
会
に
ド

ッ
キ

ン
グ
し
て
発
展
的
に
解
散
と
し
ま
し

た
。東
京
玉
川
会
の
総
会
に
は
今
後
も

出
来
る
だ
け
出
席
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
東
京

に
お
い
て
玉
川
村
出
身
者
と
し
て
相

互
の
心
の
結
集
を
図
り
玉
川
村
と
の

粋
を
よ
り

一
層
強
め
て
い
け
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が

玉
川
村
は

「心
の
拠
り
所
」
で
あ
り

ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
自
然
環
境

を
維
持
し
つ
つ
経
済
発
展
の
図
れ
る

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
玉
川
村
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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